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(
事
実
〕
被
告
工
会
社
は
、
昭
和
六
二
年
二

月
頃
、
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
!
の
購
入
に
つ
き
、
訴

外
A
会
社
製
品
の
販
売
会
社
で
あ
る
原
告
X
会

社
と
の
高
談
が
ま
と
ま
っ
た
。
そ
の
際
、
仏
は

X
の
従
業
員
訴
外

B
に
対
し
、
も
と
従
前
か
ら

取
引
関
係
の
あ
っ
た

O
A機
器
の
販
売
を
行
う

被
告
V
H
会
社
を
通
じ
て
購
入
す
る
形
式
と
し
た

い
こ
と
、
及
び
リ
l
ス
業
者
を
介
在
さ
せ
て
リ

ー
ス
の
形
式
を
と
り
た
い
こ
と
を
申
し
入
れ
、

B
は
こ
れ
ら
を
諒
解
し
た
。
な
お
、

B
は
こ
の

時
、
介
在
さ
せ
る
リ

i
ス
業
者
は

X
の
提
携
会

社
に
依
頼
し
て
も
ら
い
た
い
旨
、
ま
た
、
代
金
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は
り
!
ス
業
者
が
約
束
手
形
を
振
り
出
し
、

X

と
れ
が
各
々
の
取
り
分
に
応
じ
て
取
得
す
る

旨、

V
H
の
代
表
取
締
役
で
あ
る
被
告
丸
に
申
し

入
れ
、
そ
の
承
諾
を
得
て
い
た
が
、

V
H
の
担
当

者
で
あ
る
訴
外
C
に
は
そ
の
詳
細
を
伝
え
て
い

な
か
っ
た
。

昭
和
六
二
年
四
月
、

X
L間
で
、
コ
ン
ピ
ュ

ー
タ
ー
と

ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
(
以
下
、
コ
ン
ピ
ュ

i

タ

i
を
「
第
一
物
件
」
、
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
を
「
第
二

物
件
」
、
両
者
を
併
せ
て
「
本
件
各
物
件
」
と
い
う
)

を
含
め
、
代
金
計
七
五
五
万
円
、
納
入
場
所
巴

方
、
代
金
完
済
ま
で

X
が
所
有
権
誌を
留
保
す
る

こ
と
、
製
品
は
巴
方
へ
搬
入
、
検
収
後
V
H
に
引

き
渡
す
こ
と
等
を
記
載
し
た
注
文
警
が
交
わ
さ

れ
た
。
一
方
、
巴
は
、

X
や
V
H
に
相
談
せ
ず
独

自
に
調
査
を
進
め
た
結
果
、
こ
の
頃
ま
で
に
契

約
に
介
在
さ
せ
る
リ

i
ス
業
者
と
し
て
被
告
V
H

会
社
を
選
定
し
て
い
た
が
、
こ
の
こ
と
を

X
に

告
げ
て
い
な
か
っ
た
。

昭
和
木
二
年
七
月
二
四
日
、
第
一
物
件
が
巴

方
へ
搬
入
さ
れ
、
以
後
V
H
は
第
一
物
件
を
使
用

し
て
い
る
。
そ
し
て
同
月
二
七
日
、
巴
方
に
、

丸、

C
の
他
、

V
H
の
代
表
取
締
役
被
告
主
と
V
H

の
担
当
者
訴
外
D
と
が
集
ま
り
、

1
.
V
H
簡
に
お

い
て
、
本
件
各
物
件
に
つ
い
て
の
り

1
ス
契
約

が
締
結
さ
れ
た
。
そ
の
後
間
臼
の
う
ち
に
、

VUM

方
に
お
い
て
、
じ
vh
問
で
、
本
件
各
物
件
に
つ

き
、
代
金
計
八
二

O
万
円
、
引
渡
期
限
昭
和
六

二
年
七
月
二
七
日
、
引
渡
場
所
V
H
方
と
す
る
注

文
請
書
等
が
交
わ
さ
れ
、

V
H
は
丸
に
対
し
て
金

額
八
二

O
万
円
の
約
束
手
形
を
振
出
交
付
し
、

こ
の
手
形
は
期
日
に
決
済
さ
れ
た
。

な
お
、
こ
の
時
点
に
お
い
て
、
第
二
物
件
は

未
完
成
の
状
態
で
あ
っ
た
が
、

V
H
、
V
H
、
V
H
ら

は
こ
の
時
点
で
リ
l
ス
契
約
を
締
結
す
る
こ
と

を
当
然
の
こ
と
と
考
え
て
い
た
(
第
二
物
件
は

同
年
秋
に
な
っ
て
完
成
し
た
)
。

D
は
本
件
の
取
引
を
行
う
際
、

V
H
に
対
し
て

本
件
各
物
件
の
仕
入
先
な
ど
に
つ
い
て
聞
い
て

お
ら
ず
、
契
約
審
等
の
提
示
も
求
め
て
い
な

い
。
ま
た
、

V
H
は
、
過
去
に
V
H
と
数
回
取
引
を

し
た
こ
と
が
あ
り
、
も
が
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
等

の
販
売
会
社
で
あ
る
こ
と
は
知
っ
て
い
た
が
、

そ
の
詳
細
に
つ
い
て
は
知
ら
な
か
っ
た
。
し
か

し
な
が
ら
も
は
、
他
と
リ

i
ス
契
約
を
締
結
す

る
と
き
と
同
様
、
特
に
V
H
の
借
用
調
査
を
行
う

こ
と
は
し
な
か
っ
た
。

一方、

X
は、

L
v
u
U聞
で
こ
の
よ
う
な
契

約
が
締
結
さ
れ
て
い
た
こ
と
に
つ
い
て
何
も
知

ら
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
が
、
昭
和
六
二
年
一
二

月
頃
V
H
に
電
話
を
し
た
際
、
既
に
リ
!
ス
契
約

が
締
結
さ
れ
、
代
金
全
額
が
丸
か
ら
わ
に
支
払

わ
れ
て
い
る
こ
と
を
知
っ
た
。
そ
こ
で

X
は、

急
速
れ
に
対
し
て
代
金
の
支
払
を
求
め
、
金
額

七
五
五
万
円
の
約
束
手
形
の
振
出
交
付
を
受
け

た
が
、
支
払
期
日
で
あ
る
昭
和
六
三
年
四
月
三

O
日
に
突
然
れ
が
倒
産
し
た
た
め
、
手
形
が
不

渡
り
と
な
っ
て
し
ま
っ
た
。

以
上
の
次
第
で

X
が、

V
H
、
丸
、
丸
、

V
H
及

び
れ
を
相
手
ど
り
、
本
件
に
お
い
て
は
、
①
第

一
物
件
に
つ
き
、

X
V
H間
に
代
金
完
済
ま
で

X

に
所
有
権
を
留
保
す
る
旨
の
売
買
契
約
が
締
結

さ
れ
、
ま
た
、
②
第
二
物
件
に
つ
い
て
は

X
L

間
で
そ
の
作
成
に
関
す
る
請
負
契
約
が
締
結
さ

れ
て
お
り
、
③
本
件
各
物
件
の
代
金
決
済
に
つ

い
て
は
、

X
の
斡
旋
す
る
リ
l
ス
業
者
と
れ
と

の
売
買
契
約
、
及
び
問
リ
l
ス
業
者
と
れ
と
の

リ
l
ス
契
約
が
締
結
さ
れ
た
後
、
同
リ

1
ス
業

者
が

X
に
対
し
約
束
手
形
を
直
接
振
出
交
付
す

る
こ
と
に
よ
っ
て
行
う
旨
の
合
意
が
な
さ
れ
、

さ
ら
に
、
④
リ
l
ス
業
者
の
選
定
の
な
さ
れ
る

ま
で
の
問
、
本
件
各
物
件
に
つ
い
て

X
と
も
と

の
間
に
は
寄
託
契
約
が
成
立
し
て
い
る
、
と

し
、
⑤
v
l
及
び
れ
が

X
に
無
断
で
も
と
売
買
契

約
、
リ
ー
ス
契
約
を
各
々
締
結
し
た
こ
と
は

X

と
の
前
記
契
約
に
対
す
る
債
務
不
履
行
で
あ

り
、
⑥
代
金
全
額
が
れ
か
ら
も
に
支
払
わ
れ
た

こ
と
は
、

X
の
代
金
回
収
を
困
難
に
す
る
一
巴
、

V
U
ど
も
の
不
法
行
為
で
あ
る
、
め

γ3及
び
V
H
に
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は、

V
H
、
V
H
の
代
表
取
締
役
と
し
て
、
前
記
行

為
を
行
う
に
つ
き
、
悪
意
ま
た
は
重
過
失
が
あ

っ
た
、
③
ま
た
、

X
は
も
と
の
売
貿
契
約
に
お

い
て
代
金
完
済
ま
で
本
件
各
物
件
に
つ
き
所
有

権
を
留
保
し
て
お
り
、
本
件
各
物
件
の
所
有
権

確
認
を
被
告
全
員
に
対
し
て
求
め
る
、
と
主
張

し
て
、
本
件
各
物
件
の
代
金
相
当
額
の
損
害
賠

懐
を
求
め
、
さ
ら
に
V
H
に
対
し
て
本
件
各
物
件

の
引
渡
し
を
求
め
た
の
が
本
件
で
あ
る
。

な
お
、

V
H
及
び
V
H
は
口
頭
弁
論
期
日
に
出
頭

し
な
か
っ
た
。

〔
判
旨
〕

V
H
及
び
V
H
に
対
す
る
請
求
を
全
部

認
容
、

vu.、
丸
、

V
H
に
対
す
る
請
求
を
全
部
棄

+玄

一
本
件
各
物
件
に
つ
い
て
、

X
、
丸
、

丸、

V
H
関
に
各
売
買
契
約
、
リ
ー
ス
契
約
関
係

が
各
々
成
立
し
て
い
る
と
し
た
う
え
で
、

x
L

関
に
は
直
接
の
契
約
関
係
は
な
い
と
し
、

X
V
H

関
の
寄
託
契
約
の
成
立
を
否
定
し
た
。
次
い
で

X
の
主
張
す
る
代
金
受
領
に
関
す
る
約
定
に
つ

い
て
、
「
V
H
が
V
H
と
の
関
で
本
件
物
件
に
つ
い

て
の
り
i
ス
契
約
を
締
結
し
た
当
時
、

C
あ
る

い
は
V
H
が
、
本
件
契
約
中
の
リ
!
ス
会
社
か
ら

の
代
金
の
受
領
に
関
す
る
約
定
の
存
在
を
知
っ

て
い
た
こ
と
、
ま
た
、
」
「
V
H

に
対
し
て
本
件

物
件
の
代
金
が
支
払
わ
れ
れ
ば

X
の
代
金
回
収

が
困
難
に
な
る
こ
と
を
知
っ
て
い
た
こ
と
を
認

め
る
に
足
り
る
証
拠
は
な
い
(
前
記
認
定
の
と

お
り
、

B
は
右
の
よ
う
な
約
定
に
つ
い
て
巴
に

対
し
て
話
し
て
い
な
い
。
こ
と
し
、
弘
、

V
H
、
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V
H
の
不
法
行
為
資
任
を
否
定
す
る
一
方
、

V
H
、

V
H
に
対
し
て
は
、
代
金
受
領
に
関
す
る
約
定
違

反
及
び
不
法
行
為
繋
任
を
認
め
た
。

ニ
丸
は
本
件
各
物
件
に
つ
き
指
留
に
よ
る

占
有
移
転
に
よ
り
占
有
を
取
得
し
た
と
し
た
う

え
で
、
「
商
品
の
最
終
利
用
者
が
リ

l
ス
契
約

を
締
結
す
る
取
引
に
お
い
て
は
、
本
件
の
よ
う

に
、
商
品
が
リ
!
ス
業
者
を
経
由
せ
ず
に
直
接

最
終
利
用
者
の
も
と
へ
納
入
さ
れ
る
と
い
う
こ

と
は
通
常
の
形
態
で
あ
ろ
う
と
思
わ
れ
る
。

:
・
こ
の
よ
う
な
場
合
に
お
け
る
リ
i
ス
業
者

に
つ
い
て
保
護
の
必
要
性
が
な
い
と
は
考
え
ら

れ
な
い
」
と
し
て
リ
!
ス
業
者
に
よ
る
リ
!
ス

物
件
の
即
時
取
得
の
必
要
を
認
め
た
。
そ
し

て
、
「
通
常
に
営
業
を
し
て
い
る
普
通
の
販
売

庖
か
ら
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
を
購
入
す
る
者
は
、

一
般
的
に
は
売
主
(
販
売
店
)
と
そ
の
前
主
と

の
簡
の
売
翼
契
約
に
所
有
権
留
保
の
約
定
が
あ

る
か
ど
う
か
、
な
い
し
は
右
売
買
契
約
の
代
金

が
完
済
さ
れ
て
い
る
か
ど
う
か
を
調
査
す
る
義

務
は
な
く
、
売
主
が
所
有
権
を
有
し
て
い
る
か

ど
う
か
に
つ
い
て
疑
問
を
抱
か
せ
る
よ
う
な
何

ら
か
の
特
別
の
事
情
が
あ
っ
た
場
合
に
だ
け
調

査
を
す
れ
ば
足
り
る
と
解
す
る
の
が
相
当
で
あ

る
。
」
と
し
、

V
H
の
即
時
取
得
の
抗
弁
を
認
め
、

X
の
所
有
権
確
認
、
不
当
利
得
返
還
請
求
を
い

ず
れ
も
否
定
し
た
。

〔
評
釈
〕
判
旨
の
一
般
論
に
は
概
ね
賛
成
。

た
だ
し
、
事
実
認
定
に
混
乱
が
あ
る
た
め
、
具

体
的
事
案
に
対
す
る
結
論
に
つ
い
て
は
若
干
疑

間
を
留
保
す
る
。

一
本
件
は
、
①
リ
!
ス
関
係
に
お
け
る
売

主
、
中
間
販
売
店
、
リ
!
ス
業
者
、
ユ
ー
ザ
ー

の
四
者
間
の
各
契
約
を
、
各
々
独
立
の
契
約
と

し
て
と
ら
え
、
売
主
と
り

I
ス
業
者
な
い
し
は

売
主
と
ユ
ー
ザ
ー
と
の
関
に
は
直
接
の
契
約
関

係
は
な
い
と
の
前
提
に
立
ち
、
売
主
と
ユ

i
ザ

!
と
の
間
の
自
的
物
に
関
す
る
寄
託
契
約
を
否

定
す
る
と
と
も
に
、
特
に
約
定
が
な
い
か
ぎ

り
、
リ
ー
ス
業
者
が
代
金
全
額
を
中
間
販
売
庖

に
支
払
っ
た
こ
と
は
、
売
主
に
対
す
る
債
務
不

履
行
に
も
不
法
行
為
に
も
な
ら
な
い
と
判
示
し

(
判
旨
一
)
、
さ
ら
に
4

、
②
売
主
が
代
金
完
済
ま

で
目
的
物
の
所
有
権
を
留
保
し
て
中
間
販
売
店

に
売
却
し
て
い
た
場
合
で
も
、
か
か
る
売
主
と

中
間
販
売
窟
と
の
関
係
に
つ
い
て
リ

I
ス
業
者

に
は
原
則
と
し
て
調
査
す
る
義
務
は
な
い
と

し
、
目
的
物
が
売
主
か
ら
直
接
ユ
ー
ザ
ー
の
も

と
に
搬
入
さ
れ
、
中
間
販
売
庖
や
リ
i
ス
業
者

が
現
実
の
占
有
を
し
て
い
な
い
場
合
で
も
、
リ

i
ス
業
者
に
自
的
物
に
つ
い
て
の
即
時
取
得
を

認
め
た
事
例
で
あ
り
(
判
旨
二
)
、
い
ず
れ
の
点

に
お
い
て
も
実
務
に
対
し
て
大
き
な
影
響
を
及

ぼ
す
も
の
で
あ
る
。
以
下
で
は
、
専
ら
こ
の
二

点
に
関
す
る
判
旨
の
一
般
論
に
つ
い
て
検
討
を

加
え
(
ニ
、
一
一
一
)
、
最
後
に
異
体
的
事
案
と
し
て

の
本
件
の
結
論
の
当
否
に
つ
い
て
述
べ
る

(四)。ニ

リ

l
ス
契
約
実
務
に
お
い
て
は
、
本
件

の
よ
う
に
、
売
主
ユ
ー
ザ
ー
間
で
製
品
の
選
定

に
つ
き
合
意
が
な
さ
れ
、
製
品
が
直
接
ユ

i
ザ

i
の
下
に
搬
入
さ
れ
た
後
、
リ
ー
ス
業
者
等
を

介
在
さ
せ
て
全
体
的
な
契
約
関
係
を
成
立
さ
せ

る
こ
と
が
あ
る
。
こ
の
た
め
、
目
的
物
に
寝
庇

が
あ
っ
た
り
、
売
主
と
ユ
!
ザ
!
と
の
摺
に
介

在
し
た
者
が
倒
産
し
た
り
し
た
よ
う
な
場
合

に
、
成
立
後
の
形
式
的
な
契
約
関
係
を
重
視
す

る
か
、
売
主
と
ユ
ー
ザ
ー
と
の
間
に
実
質
的
な

契
約
関
係
を
認
め
る
か
に
つ
い
て
は
、
議
論
の

分
か
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
判
例
は
、
売
主
と

リ
!
ス
業
者
が
業
務
提
携
関
係
に
あ
る
な
ど
事

実
上
一
体
で
あ
っ
た
り
(
札
幌
地
判
平
成
二
・

三
・
二
六
判
時
一
三
五
九
号
一

O
O頁
、
仙
台
高
判

平
成
田
・
四
・
二
一
判
タ
八
一
一
号
一
回
O
頁
)
、
明

示
ま
た
は
黙
示
の
損
害
担
保
契
約
等
の
契
約
関

係
が
認
め
ら
れ
る
(
最
判
昭
和
五
六
・
四
・
九
金
法

九
七
O
号
四
一
頁
)
、
と
い
っ
た
事
情
が
な
い
限

り
、
成
立
後
の
形
式
的
な
契
約
関
係
を
重
視
す

る
傾
向
が
強
く
(
東
京
地
判
昭
和
五
三
・
五
・
一

O

別
冊
N
B
L
一
一
号
一

O
七
頁
、
東
京
高
判
昭
和
五

五・一

0
・三
O
別
冊
N
B
L
一
一
号
二
三
三
員
、
大

阪
高
判
平
成
=
了
五
・
ニ
九
判
タ
七
八
O
号一一

O
一一一

頁
、
東
京
地
判
平
成
一
ニ
・
八
・
六
判
時
一
四
一

O
号
八

六
頁
)
、
本
件
判
旨
も
こ
の
考
え
方
に
従
っ
た

も
の
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
。
こ
れ
に
対
し

て
、
学
説
で
は
、
特
に
目
的
物
に
穏
庇
が
あ
っ

た
場
合
に
つ
き
、
取
引
の
性
質
か
ら
当
然
に
黙

示
の
第
三
者
約
款
の
存
在
を
考
え
る
こ
と
が
で

き
る
と
か
(
山
岸
憲
司
ほ
か
・
リ
i

ス
取
引
法
二
一

O
頁
(
中
川
紹
〕
)
、
売
、
王
ユ
ー
ザ
ー
間
に
は
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「
実
質
的
売
買
関
係
」
(
松
田
安
正
・
リ
!
ス
の
理

論
と
実
務
六

O
頁
て
な
い
し
「
淡
い
債
権
関

係
、
契
約
関
係
」
(
幾
代
通
「
リ
!
ス
取
引
を
め

ぐ
る
解
釈
問
題
、
そ
の
一
、
内
部
関
係
」
私
法
三
八

号
二
八
頁
)
が
あ
る
と
か
、
フ
ァ
イ
ナ
ン
ス
・
リ

ー
ス
を
端
的
に
三
当
事
者
間
の
契
約
で
あ
る
と

す
る
(
神
崎
克
部
「
リ
!
ス
」
現
代
契
約
法
体
系
5

二
七
回
貰
以
下
)
等
、
実
質
的
な
関
係
を
重
視

す
る
見
解
が
多
い
が
、
近
時
は
か
か
る
法
律
構

成
を
あ
え
て
選
択
し
た
当
事
者
の
合
意
を
尊
重

し
、
全
体
的
な
関
係
が
成
立
し
た
後
は
形
式
的

な
契
約
関
係
に
従
い
、
各
当
事
者
は
特
約
を
す

る
こ
と
に
よ
っ
て
自
己
の
利
益
を
保
護
す
べ
き

で
あ
る
と
す
る
見
解
も
有
力
で
あ
る
(
森
泉
掌

編
・
現
代
企
業
取
引
法
講
産
2
一
一
二
三
頁
以
下
(
山

崎
敏
彦
〕
、
塩
崎
勤
「
ユ
ー
ザ
ー
と
サ
プ
ラ
イ
ヤ
ー

の
関
係
」
金
商
増
刊
七
八
二
号
一
二

O
頁
、
梶
村
太
市

ほ
か
・

9
1
ス
契
約
法
七
二
頁
以
下
(
森
邦
明
〕
)
。

現
実
の
リ
i
ス
契
約
に
お
い
て
、
売
主
と
ユ

ー
ザ
ー
が
実
質
的
な
契
約
関
係
に
あ
る
こ
と
は

事
実
で
あ
り
、
両
者
の
簡
に
実
質
的
関
係
を
認

め
よ
う
と
す
る
学
説
に
も
相
当
の
説
得
力
が
あ

る
こ
と
は
否
定
で
き
な
い
。
し
か
し
な
が
ら
当

事
者
の
慈
恵
に
よ
り
あ
与
え
て
直
接
の
契
約
関
係

が
な
い
よ
う
な
法
律
関
係
が
成
立
し
た
の
で
あ

れ
ば
、
そ
れ
に
よ
っ
て
生
ず
る
不
利
益
を
当
事

者
は
当
然
予
測
す
る
べ
き
で
あ
り
、
一
方
当
事

者
の
保
護
を
密
る
た
め
に
実
質
的
契
約
関
係
を

認
め
る
こ
と
は
、
特
に
契
約
成
立
後
に
つ
い
て

は
慎
重
で
あ
る
こ
と
が
望
ま
し
い
。
し
か
も
、
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売
主
ユ

l
ザ
i
関
の
実
質
的
関
係
を
主
張
す
る

学
説
が
念
頭
に
置
い
て
い
る
の
は
前
述
の
と
お

り
目
的
物
に
取
庇
が
あ
っ
た
場
合
で
あ
り
、
こ

の
場
合
に
は
ユ
ー
ザ
ー
に
と
っ
て
契
約
締
結
時

の
交
渉
に
よ
り
自
己
の
利
益
を
図
る
こ
と
が
一

般
に
困
難
で
あ
る
と
い
う
事
情
が
あ
る
た
め
に

そ
の
保
護
の
必
要
が
認
め
ら
れ
る
わ
け
で
あ
る

か
ら
、
本
件
の
よ
う
に
、
当
事
者
の
一
人
が
倒

産
し
た
際
の
他
の
当
事
者
の
損
害
の
配
分
に
つ

き
、
各
当
事
者
に
自
己
の
利
益
を
守
る
機
会
が

奪
わ
れ
て
い
た
と
は
い
え
な
い
場
合
に
は
、
前

記
の
実
質
的
関
係
を
主
張
す
る
学
説
の
説
得
力

は
妥
当
し
な
い
も
の
と
い
う
べ
き
で
あ
る
。

以
上
の
一
般
論
に
従
え
ば
、
本
件
の
当
事
者

間
の
関
係
を
形
式
的
な
契
約
関
係
に
よ
り
解
決

し
て
も
不
当
と
は
言
え
ず
、

X
は
中
間
販
売
庖

を
介
在
さ
せ
る
こ
と
を
合
意
し
た
か
ら
に
は
、

速
や
か
に
リ
!
ス
業
者
を
選
定
し
、
代
金
決
済

方
法
に
つ
い
て
明
確
な
約
定
を
し
て
自
己
の
利

益
を
守
る
対
策
を
と
る
べ
き
だ
っ
た
の
で
あ

り
、
か
か
る
約
定
の
存
在
が
認
定
さ
れ
て
い
な

い
以
上
、
巴
ゃ
V
H
の
行
為
に
は
債
務
不
履
行
も

不
法
行
為
も
成
立
せ
ず
、

V
H
の
倒
産
に
よ
る
不

利
益
を

X
が
被
っ
た
の
は
や
む
を
得
な
い
と
い

う
こ
と
に
な
る
(
た
だ
し
、
後
記
回
参
照
)
。

三
所
有
権
留
保
特
約
が
あ
っ
て
も
、
貿
主

か
ら
目
的
物
を
譲
り
受
け
た
第
三
者
が
即
時
取

得
の
要
件
を
満
た
せ
ば
売
主
の
所
有
権
が
消
滅

す
る
こ
と
は
、
学
説
の
一
致
し
た
見
解
で
あ
る

(
高
木
多
喜
男
・
担
保
物
権
法
(
新
版
〕
三
六
八
貰
な

ど
)
。
本
件
の
V
H
は
、
現
実
の
占
有
で
は
な
く
、

指
図
に
よ
る
占
有
移
転
に
よ
り
自
的
物
を
取
得

し
た
も
の
で
あ
る
が
、
判
旨
は
か
か
る
契
約
で

は
り

i
ス
業
者
が
現
実
の
占
有
を
取
得
す
る
こ

と
が
な
い
の
が
通
常
の
状
態
で
あ
る
と
し
、
リ

ー
ス
業
者
の
保
護
を
強
調
し
て
即
時
取
得
の
成

立
を
認
め
た
。

指
図
に
よ
る
占
有
移
転
に
よ
り
即
時
取
得
が

可
能
で
あ
る
か
に
つ
い
て
は
、
ト
口
有
改
定
に
よ

る
即
時
取
得
の
可
否
と
並
ん
で
従
来
よ
り
議
論

が
な
さ
れ
て
い
る
。
判
例
は
、
か
つ
て
は
否
定

的
な
見
解
が
多
か
っ
た
が
(
大
判
昭
和
八
二
了
一

三
新
聞
三
五
ニ

O
号
一
一
頁
、
大
判
昭
和
九
・
一
一
・

ニ
O
民
集
二
ニ
巻
二
一
ニ

O
二
頁
な
ど
て
最
判
昭
和

五
七
・
九
・
七
民
集
三
六
巻
八
号
一
五
二
七
貰

は
、
寄
託
者
が
倉
庫
業
者
に
対
し
て
発
行
し
た

荷
渡
指
図
書
に
基
づ
き
、
倉
庫
業
者
が
寄
託
者

台
帳
の
名
義
を
変
更
し
て
譲
受
人
が
指
図
に
よ

る
占
有
移
転
を
受
け
た
場
合
に
、
郎
時
取
得
の

成
立
を
認
め
た
。
た
だ
し
、
こ
の
判
例
に
対
し

て
は
、
特
定
地
域
の
特
定
時
期
に
お
け
る
特
定

業
者
間
の
慣
行
に
従
っ
た
特
殊
な
形
式
の
指
図

に
よ
る
占
有
移
転
に
よ
り
即
時
取
得
が
認
め
ら

れ
た
も
の
と
す
る
解
釈
が
一
般
で
あ
り
(
米
倉

明
(
判
批
〕
法
協
一

O
一
巻
臨
号
六
五
五
貰
、
塩
崎

勤
〔
最
高
裁
判
例
解
説
〕
暫
時
三
七
巻
一

O
号
二
八

九
二
頁
て
そ
の
後
の
下
級
審
判
例
で
却
時
取

得
の
成
立
を
否
定
し
た
も
の
も
あ
る
た
め
(
大

阪
地
判
昭
和
六
一
子
八
・
一
七
判
タ
六
八
三
号
一
五
四

真
)
、
判
例
が
一
般
的
に
指
図
に
よ
る
占
有
移

転
に
よ
る
即
時
取
得
を
認
め
て
い
る
と
い
う
こ

と
は
で
き
な
い
。
他
方
学
説
は
、
占
有
改
定
に

よ
る
場
合
と
異
な
り
、
指
密
に
よ
る
占
有
移
転

に
よ
る
場
合
に
つ
い
て
は
、
二
重
の
引
渡
が
起

こ
り
え
な
い
こ
と
、
原
所
有
者
の
物
に
対
す
る

占
有
関
係
が
完
全
に
切
断
さ
れ
る
こ
と
、
第
三

者
か
ら
認
識
可
能
で
あ
る
こ
と
な
ど
を
理
由
と

し
て
即
時
取
得
を
肯
定
す
る
見
解
が
多
い
が

(
舟
橋
葬
了
物
権
法
二
四
七
頁
な
ど
て
類
型
毎
に

分
け
て
考
え
る
見
解
も
あ
る
(
注
釈
民
法
(
七
)

一
一
二
頁
以
下
〔
好
美
清
光
〕
)
。

以
上
の
こ
と
か
ら
す
る
と
、
リ
ー
ス
業
者
の

保
護
の
必
要
性
と
そ
の
妥
当
性
に
つ
い
て
は
別

途
検
討
す
る
必
要
が
あ
る
わ
け
で
あ
る
が
、
一

殻
に
リ
i
ス
契
約
に
お
い
て
は
、
本
件
に
お
け

る
と
同
様
、
売
主
か
ら
ユ
ー
ザ
ー
へ
直
接
目
的

物
が
搬
入
さ
れ
る
こ
と
が
多
く
、
リ

i
ス
関
係

が
成
立
、
継
続
し
て
い
る
過
程
で
リ
i
ス
業
者

が
現
実
の
占
有
を
得
る
こ
と
は
、
リ

i
ス
契
約

が
解
除
さ
れ
て
リ

i
ス
業
者
が
目
的
物
を
回
収

す
る
と
い
う
、
い
わ
ば
異
常
事
態
に
の
み
起
こ

る
こ
と
で
あ
り
、
リ
i
ス
業
者
に
現
実
の
占
有

を
要
求
す
る
こ
と
は
酷
で
あ
る
こ
と
、
他
方
、

留
保
売
主
と
し
て
は
、
目
的
物
に
表
示
等
を
施

す
こ
と
に
よ
り
、
即
時
取
得
を
防
止
す
る
こ
と

が
で
き
る
こ
と
を
考
え
る
と
、
特
に
代
金
を
仲

介
者
に
完
済
し
た
リ
l
ス
業
者
の
保
護
に
と
っ

て
は
、
指
図
に
よ
る
占
有
移
転
に
よ
り
即
時
取

得
を
認
め
る
こ
と
が
必
要
で
あ
り
、
判
旨
の
一

般
論
は
妥
当
な
も
の
と
い
う
べ
き
で
あ
る
。
ま
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た
、
判
旨
は
譲
受
人
の
調
査
義
務
を
原
則
と
し

て
否
定
し
て
い
る
が
、
例
え
ば
自
動
車
や
建
設

機
械
の
よ
う
に
、
物
を
譲
り
受
け
る
場
合
に
目

的
物
の
所
有
権
が
他
の
者
に
留
保
さ
れ
て
い
る

こ
と
が
通
常
で
あ
る
と
い
う
よ
う
な
業
界
の
取

引
慣
行
が
な
い
限
り
、
譲
受
人
と
し
て
は
特
別

な
事
情
が
あ
る
場
合
に
の
み
調
査
を
す
れ
ば
足

り
る
も
の
と
い
う
べ
き
で
あ
る
か
ら
、
こ
の
点

に
つ
い
て
も
判
官
に
原
則
と
し
て
賛
成
す
る
。

も
っ
と
も
、
リ
ー
ス
契
約
実
務
に
お
い
て
は
、

物
件
が
さ
ほ
ど
高
額
で
な
い
場
合
に
は
、
リ
ー

ス
業
者
が
目
的
物
を
見
る
こ
と
も
当
事
者
に
会

う
こ
と
も
な
く
、
全
て
を
代
理
庖
に
任
せ
き
り

に
し
て
リ
i
ス
契
約
を
締
結
し
て
し
ま
う
場
合

が
あ
り
、
こ
れ
が
い
わ
ゆ
る
空
リ
l
ス
や
多
重

リ
i
ス
発
生
の
温
床
と
な
っ
て
い
る
の
で
あ
る

が
、
そ
の
よ
う
な
場
合
に
ま
で
リ
1

ス
業
者
に

保
護
を
与
え
る
必
要
は
な
い
か
ら
、
リ
ー
ス
業

者
と
し
て
は
少
な
く
と
も
物
件
を
確
認
し
、
場

合
に
よ
っ
て
は
関
係
者
に
事
情
を
聞
く
程
度
の

調
査
は
必
要
な
も
の
と
い
う
べ
き
で
あ
る
す

l

ス
業
者
に
関
す
る
も
の
で
は
な
い
が
、
調
査
義
務

の
程
度
に
つ
き
、
福
岡
高
判
昭
和
五
九
・
三
・
二
一
判

時
一
一
二
八
号
五
回
頁
参
照
)
。

以
上
述
べ
た
と
こ
ろ
に
従
え
ば
、
本
件
に
お

い
て
は
、

V
H
は
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
と
し
て
は
さ

ほ
ど
高
額
で
な
い
本
件
各
物
件
に
つ
い
て
、
わ

ざ
わ
ざ
ユ

i
ザ
!
の
下
に
赴
い
て
説
明
を
受
け

て
お
り
、
し
か
も
そ
の
よ
う
な
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ

ー
の
売
買
に
際
し
て
売
主
が
所
有
権
を
留
保
す
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る
取
引
慣
行
が
あ
る
と
は
い
え
ず
、

X
の
所
有

権
留
保
は
む
し
ろ
異
例
の
こ
と
と
い
う
べ
き
で

あ
る
か
ら
、

V
H
が
自
己
の
調
査
を
尽
く
し
て
い

た
も
の
と
し
て
即
時
取
得
を
認
め
ら
れ
た
の
は

当
然
で
あ
る
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

四
今
ま
で
述
べ
て
き
た
と
お
り
、
本
件
判

旨
の
一
般
論
は
、
概
ね
こ
れ
を
肯
定
す
べ
き
で

あ
る
が
、
具
体
的
事
業
と
し
て
本
件
の
事
実
関

係
を
見
て
み
る
と
、
上
述
の
一
般
論
を
そ
の
ま

ま
あ
て
は
め
る
こ
と
に
は
多
少
の
賭
踏
を
感
ず

る
。
ま
ず
第
一
に
、

X
の
主
張
す
る
代
金
回
収

約
定
に
関
し
て
、

B
が
代
金
決
済
方
法
に
つ
い

て
の
話
を
V
H
に
対
し
て
行
い
、
そ
の
承
諾
を
得

た
と
い
う
認
定
に
も
か
か
わ
ら
ず
(
判
時
一
四

五
頁
三
段
目
)
、
代
金
決
済
方
法
に
つ
い
て

B
は

巴
に
話
し
て
い
な
い
と
い
う
判
断
が
さ
れ
て
お

り
(
同
一
四
七
頁
二
段
目
)
、
代
表
取
締
役
が
承

諾
し
た
こ
と
を
会
社
が
聞
い
て
い
な
い
と
す
る

判
旨
の
事
実
認
定
に
は
明
ら
か
に
混
乱
が
あ

る
。
第
二
に
、
本
件
で
は
、
リ
!
ス
業
者
の
選

定
に
つ
い
て
の

X
の
希
望
を

B
が
伝
え
、
も
が

こ
れ
を
承
諾
し
て
い
た
と
の
認
定
が
あ
り
(
同

一
四
五
頁
三
段
目
)
、
そ
う
だ
と
す
れ
ば
、
巴
は

こ
の
合
意
に
違
反
し
て
も
を
選
定
し
た
こ
と
と

な
っ
て
、
こ
の
違
反
と

X
の
損
害
と
の
間
の
因

果
関
係
に
つ
い
て
判
断
す
る
必
要
が
生
ず
る
筈

だ
が
、
判
旨
は
そ
れ
以
上
の
検
討
を
し
て
い
な

い
。
文
、
第
三
に
、

vu
は
本
件
各
物
件
が
納
入

さ
れ
て
か
ら
数
日
を
経
ず
し
て
丸
、

V
H
と
契
約

を
締
結
し
て
お
り
、
し
か
も
そ
の
こ
と
を
半
年

以
上
も

X
に
告
げ
て
い
な
い
。
第
四
に
、

X
に

各
契
約
締
結
の
事
実
を
知
ら
れ
た
も
は
、
振
り

出
し
た
手
形
の
決
済
自
に
突
如
と
し
て
倒
産

し
、
公
判
期
日
に
も
出
頭
し
て
い
な
い
。

も
っ
と
も
、
仮
に
本
件
に
上
述
の
よ
う
な
事

情
が
存
在
し
て
や
や
不
透
明
感
の
残
る
部
分
が

あ
っ
た
と
し
て
も
、
こ
れ
だ
け
で
は
も
と
れ
が

共
謀
し
て
い
た
と
い
う
こ
と
は
で
き
ず
、
他
方

X
は
製
品
納
入
後
半
年
以
上
も
リ
!
ス
業
者
の

選
定
を
し
て
い
な
い
う
え
、
こ
の
間
X
が
全
く

自
己
の
利
益
を
保
護
す
る
機
会
を
奪
わ
れ
て
い

た
と
い
う
こ
と
は
で
き
な
い
か
ら
、
結
局
の
と

こ
ろ
本
件
に
お
け
る

X
の
損
失
は
、
や
は
り

X

自
身
の
落
度
に
基
づ
く
も
の
と
言
わ
ざ
る
を
得

な
い
。
従
っ
て
、

v
h
と
丸
の
共
同
関
係
を
説
明

す
る
理
論
を
模
索
し
た
り
、

x
E聞
の
実
質
的

関
係
を
無
理
に
認
め
よ
う
と
し
た
り
す
る
必
要

は
や
は
り
な
い
も
の
と
い
う
べ
き
で
あ
る
。
ま

た、

V
H
に
つ
い
て
も
、
丸
が

O
A
機
器
の
販
売

庖
で
あ
る
以
上
、
ユ
ー
ザ
ー
の
下
に
あ
る
製
品

を
前
に
し
て
説
明
を
受
け
た
際
に
は
、
実
は
そ

の
製
品
が
代
金
未
払
の
ま
ま
で
他
の
販
売
店
に

所
有
権
が
留
保
さ
れ
て
い
る
と
は
通
常
予
測
で

き
な
い
こ
と
で
あ
る
う
え
、
前
述
の
と
お
り
そ

の
よ
う
な
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
の
売
買
に
際
し
所

有
権
が
留
保
さ
れ
る
取
引
慣
行
が
あ
る
と
は
い

え
な
い
か
ら
、
具
体
的
事
案
と
し
て
の
本
件
に

お
い
て
も
、

v
h
に
即
時
取
得
が
認
め
ら
れ
た
こ

と
は
肯
定
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
。

(
ほ
し
の
・
ゆ
た
か
H
東
京
大
学
大
学
説
)
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